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防災備品の避難所への整備を� 11
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お友だちが増えて嬉しいな

今年度は町内の６つの保育園に
９３人の仲間が入り、

５４２人になりました。
（４月４日　結保育園入園式）
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平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
は
、

３
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
９
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
新
年
度
予
算
の
要
旨

が
述
べ
ら
れ
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
予
算
、
平
成
24

年
度
補
正
予
算
を
中
心
に
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
主
な
収
入
で
あ
る
町
民
税

は
約
１
９
０
０
万
円
の
増
額
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
が

約
５
３
４
０
万
円
の
減
と
な
る
事

に
加
え
、
町
の
借
金
返
済
額
が
昨

年
度
よ
り
も
約
９
３
６
０
万
円
増

え
て
約
８
億
５
８
６
０
万
円
と
な

り
、
財
政
運
営
に
厳
し
さ
が
増
す

実
態
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
収
入
で
あ
る
地
方
譲

与
税
・
各
種
交
付
金
も
減
額
さ
れ
、

厳
し
い
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
交
通
環
境
の
改
善
、
企

業
誘
致
の
促
進
、
地
域
の
活
性
化

な
ど
安
八
町
の
未
来
に
大
き
な
発

展
が
期
待
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
建
設
促
進
を
重
点

事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、国
に
よ
っ
て
一
括
法（
正

式
名
称
：
地
域
の
自
主
性
お
よ
び

自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
）
が
施
行
さ
れ
、
町
道

の
規
格
な
ど
、
こ
れ
ま
で
国
や
県

で
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
各

自
治
体
が
独
自
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
町
条
例
の
制
定

と
条
例
改
正
14
議
案
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
８
頁
、
各
常
任
委

員
会
の
報
告
を
参
照
く
だ
さ
い
）

町
民
税
は
増
え
る
が
、
固
定

資
産
税
が
減
。
借
金
の
返
済

額
も
増
え
厳
し
さ
を
増
す
。

地
方
分
権
が
進
み
、
町
条
例

の
制
定
・
改
正
が
14
議
案
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

國
枝
氏
を
再
任
。

自
力
で
調
達
で
き
る
収
入
が
減
り
、
厳
し
さ
を
増
す
町
財
政

新
年
度
予
算　

83
億
８
７
２
０
万
円

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
重
点
事
業
に

任
期
満
了
に
伴
い
、
現
職

の
國
枝
氏
の
再
任
が
町
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ

を
承
認
し
ま
し
た
。

３月７日～１５日

定 例 会

國
くにえだ

枝 昌
まさひろ

宏 氏（70歳）

西結2991 在住

本年度は２億２千万円を投じて、平成24年度から継続して整備を進めている県道間ア
クセス道路の測量・設計を行います。現在は、国への認可申請の準備を整えています

県道間アクセス道路
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６
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
、

▼
防
災
第
二
次
避
難
所
の
整
備

▼
観
光
面
か
ら
み
た
町
の
活
性
化

▼
安
八
町
消
防
団
組
織
の
見
直

し
・
温
泉
の
営
業
方
針
・
Ｐ
Ｍ

２
・
５
に
対
す
る
今
後
の
対
応

▼
日
中
友
好
の
絆
を
大
切
に

▼
地
方
交
付
税
・
職
員
の
増
加
・

財
政
の
健
全
化

▼
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
事
業
・
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
対
策

を
テ
ー
マ
に
、
執
行
部
の
考
え
を
た

だ
し
ま
し
た
。
（
一
般
質
問
は
11
頁

か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
）

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

働
く
親
さ
ん
方
の
要
望
に
応
え

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
開
設
へ

議
会
改
革
に
着
手

防
災
計
画
を
見
直
し
、
防
災
用
資
器
材
の
整
備
へ

安
八
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
た
い
人
（
利
用
会
員
）
と
行

い
た
い
人
（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）
が
会

員
と
な
り
、
支
え
合
う
会
員
組
織
で

す
。
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員

登
録
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
行
わ
れ

ま
す
。

７
月
の
設
立
に
向
け
、
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

（
主
な
サ
ポ
ー
ト
内
容
）

○
保
育
施
設
へ
の
送
迎 

○
学
校
や
保
育
園
の
始
業
前
・
終

業
後
の
預
か
り

○
保
護
者
外
出
時
の
預
か
り

昨
年
度
発
足
し
た
議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
、
今
年

度
先
進
事
例
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
た
め
、
先
進
地

視
察
や
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

議
員
一
人
ひ
と
り
が
議
会
の
あ
り
方
を
考
え
て
、
町

民
の
方
と
と
も
に
安
八
町
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
い

け
る
議
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

防
災
対
策
と
し
て
、
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
に
よ
る
災
害
時
避

難
場
所
の
変
更
・
新
規
指
定
を
行

い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
表
示
看
板
の
設

置
、
避
難
所
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
た
め
の
間
仕
切
り

や
、
災
害
時
に
お
け
る
分
娩
セ
ッ

ト
を
購
入
し
、
５
年
保
存
水
「
あ

ん
ぱ
ち
の
天
然
水
」
を
生
産
し

ま
す
。
非
常
用
食
料
を
今
年
も

購
入
し
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え

ま
す
。

議会改革特別委員会で、今後の議会活動のありかたの議論を始めました

議場で答弁に立つ堀町長

５年保存できる
「あんぱちの天然水」

ファミリー・サポート・センターの概念図

５年保存できる
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予算の概要
平成25年度

一般会計・特別会計のなかみです

一般会計の主な使途に
ついては6～7ページに
記載しています。

つかいみち

一般会計 一般会計

特別会計 後期高齢者医療

特別会計 公共下水道

特別会計 水道事業

特別会計 国民健康保険

78億8708万円
予 算 総 額

83億8720万円83億8720万円

一般会計

介護保険特別会計 介護保険
特別会計

あすわ苑

東安中学校

土地開発公社

181万円

29億4400万円 安八町 3669人

第１号
被保険者数

第１号被保険者とは被保険者のうち
65才以上の人です。

422人

神戸町 5495人 725人

輪之内町 2115人 371人

認定者数

その他
1億1178万円

総務費
1億395万円

総務費
1789万円

保険給付費
27億2827万円

各自治体から拠出されてい
る負担金は以下の通りです。

介護保険に加入している人と
認定を受けている人の数です。

一般会計
4億2170万円

安八町 3757万円

輪之内町 3093万円

大垣市 2471万円

予備費
700万円
公債費
9325万円
配食
433万円

通所介護
4746万円 短期入所

5581万円

議会費
13万円

施設介護
1億9583万円

各自治体の負担金は以下の
通りです。

一般会計
1億49万円

安八町 5534万円

大垣市 4108万円

予備費
300万円

公債費
3776万円

教育振興費
263万円

予防費など
140万円

学校管理費
5570万円

現在、約12億円の資産を有
しています。工業団地造成
事業に重点を置いて、企業
誘致を進めています。

平成25年度末の資産規模
流動固定資産予定額
12億3674万円

3911万円

公有用地
公園などの公共施設用地

6億4843万円

現金・定期預金

完成土地
工場・住宅の分譲地

5億4920万円

被保険者数は前年度と
同数の1,500人と見込ん
でいます。一人当たりの
年額保険料は平均する
と52,487円（ 対 前 年 度
376円増）の見込みです。
総額では、 前年度対比
0.2％増となります。

処理場の耐震実施計画
の策定を計画していま
す。
浄化センターの維持管
理費、公債費（借金の
返済）などの経常的な
経費が中心で、総額で
は前年度対比2.5％増
となります。

総合行政情報システムへの変更に
伴い、ハンディターミナルシステム
を導入し、検針・納入通知書・口
座領収書の発行を行います。
昨年度、配水場の耐震診断を完
了したので総額では、前年度対比
4.0％減となります。

スマートインターチェンジ
建設関係経費（2億6311
万円※１）を優先させ、事
業の見直しによって経費
の削減に努めました。
その他、公債費（借金の
返済）の増加などがある
ため、総額では前年度対
比５．６％増となります。

（※１　認可前のアクセス道用
地代、土地改良費含む）

被保険者数は、前年度と
同数の4,300人で、保険
給付費が1,906万円の増
額と見込んでいます。
一 人 当たりの年 額 保 険
料は平均すると93,702円
（ 対 前 年 度　1,274円
増）の見込みです。
総額では、 前年度対比
1.7％増となります。

56億7500万円

15億6500万円

2億1000万円

1億1720万円

8億2000万円

検針と伝票発行に使うハンディターミナル

これが
安八町の
お財布の
中身です

この春から採用された新

人職員のうちのおふたり

42013.5.1 あんぱち議会だより　第53号



予算の概要
平成25年度

一般会計・特別会計のなかみです

一般会計の主な使途に
ついては6～7ページに
記載しています。

つかいみち

一般会計 一般会計

特別会計 後期高齢者医療

特別会計 公共下水道

特別会計 水道事業

特別会計 国民健康保険

78億8708万円
予 算 総 額

83億8720万円83億8720万円

一般会計

介護保険特別会計 介護保険
特別会計

あすわ苑

東安中学校

土地開発公社

181万円

29億4400万円 安八町 3669人

第１号
被保険者数

第１号被保険者とは被保険者のうち
65才以上の人です。

422人

神戸町 5495人 725人

輪之内町 2115人 371人

認定者数

その他
1億1178万円

総務費
1億395万円

総務費
1789万円

保険給付費
27億2827万円

各自治体から拠出されてい
る負担金は以下の通りです。

介護保険に加入している人と
認定を受けている人の数です。

一般会計
4億2170万円

安八町 3757万円

輪之内町 3093万円

大垣市 2471万円

予備費
700万円
公債費
9325万円
配食
433万円

通所介護
4746万円 短期入所

5581万円

議会費
13万円

施設介護
1億9583万円

各自治体の負担金は以下の
通りです。

一般会計
1億49万円

安八町 5534万円

大垣市 4108万円

予備費
300万円

公債費
3776万円

教育振興費
263万円

予防費など
140万円

学校管理費
5570万円

現在、約12億円の資産を有
しています。工業団地造成
事業に重点を置いて、企業
誘致を進めています。

平成25年度末の資産規模
流動固定資産予定額
12億3674万円

3911万円

公有用地
公園などの公共施設用地

6億4843万円

現金・定期預金

完成土地
工場・住宅の分譲地

5億4920万円

介護保険 安八町・神戸町・輪之内町の広域連合で運営しています。

2月14日に広域連合議会を開催

広域で運営している予算 一般・特別会計以外の会計予算をお知らせします。
介護保険を運営している広域連合・あすわ苑など
は、経済的、効率的な運営を目的に複数の自治体
で運営しています。

あすわ苑 安八町・輪之内町・大垣市で老人福祉施設を運営しています。

2月14日に事務組合の議会を開催

東安中学校 安八町・大垣市で中学校を運営しています。

3月5日に組合議会を開催

土地開発公社 中長期的視野に立った土地開発を推進しています。

3月15日に理事会を開催

広域の会計ではありませんが、一般・特別会計
とは別の会計なので掲載しています。

A N P A C H I

安 八 町  議 会 定 例 会
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支出

収入

町
税
は
、
軽
自
動
車
税
や

た
ば
こ
税
の
増
額
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
で

は
償
却
資
産
や
家
屋
で
減
額

と
な
り
、
昨
年
度
か
ら
１
・

２
％
減
っ
て
21
億
９
６
０
万

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

国
が
示
す
地
方
財
政
計
画

に
よ
り
地
方
交
付
税
は
、
昨

年
度
か
ら
０
・
５
％
減
の

10
億
６
５
０
０
万
円
で
す
。

町
債
（
町
の
借
金
）
は
臨

時
財
政
対
策
債
や
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
お
よ
び
県

道
間
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事

業
に
対
し
地
方
債
を
発
行
す

る
た
め
昨
年
度
対
比
19
・
９

％
増
の
５
億
９
９
０
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
建
設
は
、
周
辺
地
域

の
交
通
環
境
の
改
善
、
企
業

誘
致
の
促
進
、
地
域
の
活
性

化
な
ど
安
八
町
の
発
展
に
は

欠
か
せ
な
い
重
要
な
役
割
り

を
果
た
す
も
の
で
す
。
説
明

会
の
開
催
や
測
量
設
計
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
、
育
児

支
援
を
受
け
た
い
人
と
援
助

し
た
い
人
と
の
相
互
援
助
を

す
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
」、
農
業
分
野
に
お

け
る
人
と
農
地
の
あ
り
方
を

考
え
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
作
成
、「
災
害
時
分
娩
セ

ッ
ト
」
の
購
入
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

支
出

収
入

OUT

IN

こう使われる 一般会計
56億7500万円

県支出金
4.6％

国庫支出金
8.3％

町税
37.1％

繰入金など
17.3％

町債
9.0％

地方交付税
18.7％

地方譲与税など
5.0％

自主財源
54.4％

町の借金

町の借金の返済

農林水産業費
2.9％

商工費
1.1％

予備費
0.2％

議会費
1.7％

消防費
3.5％

総務費
10.7％

公債費
15.1％

衛生費
6.4％

土木費
10.2％

教育費
11.3％

民生費
30.9％

歳
入

歳
出
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新規

新規

新規

明 日を担う人づくり

重 点事業

活 力あるまちづくり

助 けあいの
まちづくり

協 働による
まちづくり

快 適に暮らせる
まちづくり

明 日を開く
まちづくり

利用者の増加で手
て ぜ ま

狭に
なってきた
放課後児童
クラブ

土曜日保育開設・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 ２２８万円
児童手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 ３億１０８０万円
放課後児童クラブ開設・・・・・・・・・・・・・・・	１６３２万円
小・中学生医療費助成・・・・・・・・・・・	 ３５０２万円
横断歩道のカラー舗装・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 ７９万円
第３子以降出産祝金・学校給食費助成・・・	１０８７万円

ファミリー・サポート   
センターは7月開設
予定です

防除ヘリコプターは一部を
民間に委託することを検討中です

議会改革経費・・・・・・・・・・８６万円

安八温泉改修事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 ９８４万円
子宮頸がん等ワクチン接種助成・・・・・	１３８４万円
災害時分娩セット経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	 ７万円
妊婦健康診査・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	１４３２万円
ひとり暮らし老人助成・家族介護慰労・・・・・・	３０２万円
敬老会事務経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	４２５万円
ファミリーサポート事業・・・・・・・・・・・・・	 ５４万円

スマートインターチェンジ建設
説明会等開催経費、測量設計	
業務委託
　　　　・・・・・・・・・・・・・・・４３１０万円
県道間アクセス道路
　　　　・・・・・・２億２００１万円

企業立地促進奨励
対象企業　２社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	２７９０万円
農業振興
農業振興推進対策事業

●農産物６次産業化推進・・・・・・・・・・・・・・	 ３２万円
●人・農地プラン作成経費・・・・・・・・・・・・・・	 １５万円

病害虫等防除対策事業

●無人ヘリコプター等防除対策・・	２１４４万円
●外来生物対策・・・・・・・・・・・・・・・・・	 ７３万円

営農組織支援推進事業

●元気な農業産地構造改革支援事業・・・・・・・・	８８５万円
避難場所看板設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・	６０万円
防災避難用品・災害用備蓄資器材整備・・・・・・・・	３０９万円
低炭素推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	１６８０万円

地区行政執行経費・・・・・・・・・・	

１３５０万円

災害用備蓄食料などは
水道事務所に
備えています

（イメージ写真）

A N P A C H I

安 八 町  議 会 定 例 会
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委
員
会
審
査
報
告

民
生
文
教

3
月
11
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

主
な 
審
査
項
目

主
な
質
問
と
回
答

障
害
保
健
福
祉
の
法
律
の
整
備
に
伴
う
条

例
の
整
理

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

の
制
定

国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
補
正
予
算

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業	

54
万
円

●
第
３
子
以
降
出
産
祝
金
・
学
校
給
食
費

助
成	

１
０
８
７
万
円

●
児
童
手
当
経
費	

３
億
１
０
８
０
万
円

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成	
	

	

５
６
４
０
万
円

●
小
・
中
学
生
医
療
費
助
成

	

３
５
０
２
万
円

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

	

１
６
８
０
万
円

●
妊
婦
健
康
診
査
経
費	

	
	

１
４
３
２
万
円

●
国
際
交
流
事
業	

１
１
８
５
万
円

●
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
機
器
等
改
修

	

１
１
２
９
万
円

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
予
算

●
予
算
総
額	

15
億
６
５
０
０
万
円

平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
予
算

●
予
算
総
額	

１
億
１
７
２
０
万
円

Ｑ 

が
れ
き
の
最
終
処
分
場
は
、

今
ま
で
、
第
３
者
に
管
理
を
依
頼

し
て
い
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
職
員
が
行
う
の
か
。

住
民
環
境
課
長 

現
在
、
管
理
者

は
い
ま
せ
ん
が
、
搬
入
時
に
技
術

管
理
者
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

１
人
の
職
員
が
認
定
資
格
を
取
る

予
定
で
す
。

Ｑ 

公
民
館
審
議
会
委
員
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
選
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
次
長 

委
員
は
10
人
で
、
校

長
会
の
代
表
、
社
会
教
育
委
員
、

保
護
者
代
表
、

青
少
年
育
成
に

関
わ
る
方
、
民

生
委
員
の
中
か

ら
選
ん
で
い
ま

す
。

Ｑ 

安
八
温
泉
の

今
年
度
の
改
修

内
容
は
？

民
生
部
長 

ボ

イ
ラ
ー
室
の
加

圧
ポ
ン
プ
、
か

け
流
し
ユ
ニ
ッ

ト
や
ミ
キ
シ
ン

グ
バ
ル
ブ
を
取

り
換
え
、
ボ
イ

ラ
ー
は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
許
認
可

が
広
域
で
可
能
と
な
っ
た
が
動
き

は
？

民
生
部
長 

安
八
町
は
25
年
度
か

ら
18
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
事

業
者
の
選
定
を
す
る
段
階
で
す
。

Ｑ 
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
。
事
業

主
体
は
？　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
の
整
合
性
は
？

福
祉
主
幹 

延
長
保
育
・
児
童
ク

ラ
ブ
時
間
外
の
、
会
員
同
士
の
援

助
活
動
で
す
。

対
象
は
保
育
園
に
入
園
で
き
る
生

後
６
カ
月
か
ら
、
児
童
ク
ラ
ブ
の

上
限
の
小
学
校
６
年
生
ま
で
で
す
。

事
務
局
は
福
祉
課
で
、
４
月
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
広
報
紙
で
周
知
を

し
、
５
月
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
全

戸
配
布
し
、
６
月
に
講
習
会
を
実

施
し
、
７
月
か
ら
始
め
る
予
定
で

す
。

Ｑ 

子
宮
頸
が
ん
接
種
の
予
算
が

減
額
し
て
い
る
が
、
接
種
す
る
人

数
を
低
く
見
積
も
っ
て
い
る
の
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長	

24
年
度
は

５
０
０
人
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
３
９
０
人
の
実
績
で
し
た
。

今
年
度
の
対
象
者
の
う
ち
60
～

70
％
の
接
種
を
見
込
ん
で
お
り
、

３
５
０
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

い
じ
め
、
体
罰
の
現
状
は
ど

う
か
。

学
校
教
育
課
長 

現
在
、
毎
月
1

回
の
調
査
で
把
握
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
10
件
の
報
告
を
受
け
て
ま

す
。

体
罰
に
つ
い
て
は
、
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。

ボイラー室などの改修を行う安八温泉を視察しました
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A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告

委
員
会
審
査
報
告

総
務
産
建

３
月
12
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

主
な 
審
査
項
目

安
八
町
課
設
置
条
例

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
都
市
計
画
道
路
改
良
工
事		


	

２
２
２
０
万
円

●
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金		


	

３
９
０
万
円

平
成
24
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

●
職
員
給
与	

51
万
円

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

●
総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム		


	

２
１
７
７
万
円

●
都
市
計
画
道
路
整
備
改
良		


	

２
億
８
２
４
３
万
円

●
農
産
物
６
次
産
業
化
推
進
経
費		


	

32
万
円

●
固
定
資
産
地
番
図
等
更
新		


	

１
５
８
２
万
円

●
病
害
虫
防
除
対
策	

２
２
３
３
万
円

平
成
25
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

●
予
算
総
額	

２
億
１
０
０
０
万
円

平
成
25
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

●
予
算
総
額	

８
億
２
０
０
０
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ

●
繰
り
入
れ
額	

３
億
４
０
０
０
万
円

町
道
路
線
の
認
定

Ｑ
安
八
町
の
将
来
構
想
を
考
え
る

場
と
語
れ
る
部
署
を
望
む
。

町
長 

４
月
に
組
織
改
編
を
行
い
、

企
画
調
整
課
で
、
将
来
に
つ
い
て

幅
広
く
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
地
方
主
権
改
革
で
各
町
で
道
路

の
構
造
に
つ
い
て
町
条
例
で
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
町
の
独
自
基
準
を
決
め
る
場

合
、
県
な
ど
と
の
相
談
は
必
要
か
。

建
設
課
長 

交
通
量
や
安
全
上
の

観
点
な
ど
多
方
面
に
関
わ
る
た
め
、

協
議
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
生
息
状
況

に
つ
い
て
、
一
時
よ
り
減
っ
た
よ

う
に
感
じ
る
が
、
そ
の
要
因
は
？

産
業
振
興
課
長 

５
年
前
は

１
万
３
千
リ
ッ
ト
ル
の
捕
獲
量
で

し
た
が
昨
年
は
9
千
リ
ッ
ト
ル
に

減
少
し
、
５
年
間
捕
獲
し
て
き
た

こ
と
が
成
果
に
現
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

Ｑ 

無
料
耐
震
診
断
の
結
果
は
？

建
設
課
主
幹　

す
べ
て
要
対
応
と

い
う
結
果
が
出
ま
し
た
が
、
対
応

策
の
検
討
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

総
務
課
長 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
同
等
の
耐

用
年
数
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
消
費
電
力
に
つ
い
て
低
消
費

電
力
の
街
灯
を
試
験
的
に
導
入
し

て
検
討
し
ま
す
。
多
少
暗
く
な
る

の
で
、
今
後
、
設
置
す
る
場
所
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

無
人
ヘ
リ
防
除
を
一
部
外
部

に
委
託
す
る
が
、
農
家
の
負
担
額

は
増
え
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
補
佐 

近
隣
市
町

の
状
況
を
参
考
に
し
、
防
除
回
数

を
減
ら
す
な
ど
し
て
、
農
家
の
負

担
を
調
整
し
ま
す
。
今
年
度
に
つ

い
て
は
、
負
担
額
は
増
え
ま
せ
ん
。

Ｑ 

新
年
度
に
防
災
士
の
資
格
を

職
員
に
取
得
さ
せ
る
計
画
で
あ
る

が
、
何
人
が
対
象
か
。

総
務
課
長 

平
成
24
年
度
に
３
人

取
得
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
に

も
３
人
に
取
得
し
て
も
ら
い
ま
す
。

Ｑ
下
水
処
理
場
の
先
日
の
故
障
の

理
由
と
そ
の
対
応
は
？

建
設
課
長 

流
入
棟
の
水

没
に
よ
る
も
の
で
、
電
気

基
板
の
交
換
が
必
要
で
す
。

故
障
時
の
連
絡
に
つ
い
て
、

電
話
と
電
子
メ
ー
ル
の
二

重
の
連
絡
体
制
を
と
り
ま

す
。

Ｑ
百
梅
園
の
案
内
に
つ
い

て
、
カ
ー
ナ
ビ
対
応
は
？

産
業
振
興
課
長 

現
在
は
、

チ
ラ
シ
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
検
索
を
か
け
て
い

た
だ
く
よ
う
掲
載
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
カ
ー
ナ
ビ

メ
ー
カ
ー
な
ど
関
係
機
関

に
働
き
か
け
を
し
て
い
き

ま
す
。

道路を拡幅する予定地を視察しました（牧地区）

主
な
質
問
と
回
答
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特
別
委
員
会
審
査
報
告

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

建
設
促
進

3
月
７
日 

午
後
２
時
30
分
か
ら
開
催

主
な 

審
査
項
目

特
別
委
員
会
審
査
報
告

議
会
改
革

3
月
７
日 

午
後
３
時
か
ら
開
催

主
な 

審
査
項
目

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
基
金
積
立
金	

３
５
０
０
万
円

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

●
測
量
・
設
計
委
託

　

	

４
３
０
０
万
円

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

●
調
査
・
研
究
費	

86
万
円

Ｑ 

県
道
間
ア
ク
セ
ス
道
路

事
業
を
25
年
へ
繰
り
越
す

の
は
な
ぜ
か
。

企
画
調
整
課
長 

車
の
通
行

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、

道
路
を
全
面
通
行
止
め
に

せ
ず
に
片
側
規
制
と
し
た

た
め
工
事
期
間
が
延
び
ま

し
た
。

そ
の
た
め
昨
年
度
中
に

工
事
が
完
了
せ
ず
、
今
年

度
予
算
に
繰
り
越
し
ま
す
。

平
成
24
年
10
月
29
日
か

ら
2
日
間
、
滋
賀
県
の
全

国
市
町
村
文
化
研
修
所
に

て
特
別
委
員
会
委
員
長
が

受
講
し
た
内
容
を
、
議
員

全
員
に
報
告
し
ま
し
た
。

▼
北
川
正ま

さ
や
す恭 

元
三
重
県
知

事
に
よ
る
「
議
会
改
革
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
今
日

の
時
代
背
景
」
▼
中
村

隆た
か
と
し敏 

熊
本
県
御み

ふ
ね船
町
議
会

議
員
に
よ
る
「
御
船
町
の

議
会
改
革
、
そ
の
実
績
と

課
題
」
▼
松
野
豊 

千
葉
県

流な
が
れ
や
ま山
市
議
会
議
員
に
よ
る

「
見
せ
る
議
会
か
ら
、
見

た
く
な
る
議
会
へ
の
転

身
」
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

主
な
質
問
と
回
答

スマートインターチェンジに接続予定の県道間アクセス道路建設の測量を始めました

全国市町村国際文化研修所での議会改革研修の報告

A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告
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安
八
町
で
は
、

第
二
次
避
難
所

が
小
中
学
校
５
か
所
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

総
合
体
育
館
の
合
計
７

か
所
あ
り
ま
す
。

日
本
教
育
研
究
所
の

２
０
１
２
年
の
調
査
で

は
、
非
常
用
電
源
と
な

る
自
家
発
電
装
置
を
校

内
に
備
え
た
学
校
は

27
・
５
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

最
高
の
整
備
率
は
、

神
奈
川
県
の
78
％
で
、

静
岡
県
74
％
、
東
京
都

66
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
の
被

災
地
で
は
自
家
発
電
装

置
が
な
く
、
数
日
間
、

照
明
も
暖
房
も
な
い
中

で
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
被
災
者
も
い

ま
し
た
。
ち
な
み
に
岐

阜
県
は
54
％
で
す
。

ま
た
、
備
蓄
倉
庫
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
の
98
％
を
最
高
に
、

神
奈
川
県
、
静
岡
県
と

続
き
ま
す
。
岐
阜
県
は

50
％
で
す
。
さ
ら
に
、

貯
水
槽
・
浄
化
装
置
で

水
を
確
保
で
き
る
学
校

は
、
東
京
都
80
％
、
静

岡
県
は
76
％
で
あ
り
、

岐
阜
県
は
41
％
で
す
。

安
八
町
で
は
、
現
在

防
災
計
画
を
策
定
中
で

す
。
今
ま
で
は
予
算
の

都
合
も
あ
り
、
学
校
等

の
耐
震
を
優
先
し
て
き

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
自
家
発

電
装
置
、
備
蓄
倉
庫
、

貯
水
槽
・
浄
化
装
置
な

ど
の
設
備
は
不
足
し
て

い
ま
す
。
そ
の
整
備
は

喫
緊
の
課
題
で
す
。

 

自
家
発
電
装
置

は
、
総
合
体
育
館

で
整
備
し
て
い
ま
す
が
、

他
の
６
か
所
に
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
順
次
整
備
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

備
蓄
倉
庫
は
、
町
内
５

か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

第
二
次
避
難
所
で
は
、
３

小
学
校
に
設
置
し
て
い
ま

す
が
、
他
の
４
か
所
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の

第
二
次
避
難
所
に
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

貯
水
槽
・
浄
化
装
置
に

つ
い
て
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ

タ
ワ
ー
と
呼
ば
れ
る
「
緊

急
飲
料
水
貯
水
槽
兼
防
火

水
槽
」
が
、
６
カ
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
基

当
た
り
４
万
リ
ッ
ト
ル
の

飲
料
水
が
備
蓄
さ
れ
て
い

ま
す
。
３
リ
ッ
ト
ル
を
大

人
１
日
分
と
す
る
と
、
一

基
当
た
り
１
万
３
千
人
の

１
日
分
と
な
り
、
町
民
の

５
日
分
の
備
蓄
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
災
害

用
設
備
の
整
備
状
況
に
つ

い
て
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

さ
ら
に
拡
充
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
的
な
制
約
は
あ
り

ま
す
が
、
計
画
的
な
整
備

を
進
め
る
た
め
、
た
だ
今

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い

る
「
安
八
町
地
域
防
災
計

画
」
の
中
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

防
災
用
自
家
発
電
機
な
ど
の

避
難
所
へ
の
整
備
を
急
げ

計
画
的
な
整
備
を
進
め
ま
す

［
総
務
部
長
］大

おおひら

平文
ふ み お

雄

発災時には蛇口が取り付けられ、飲料水を供給するセーフティタワー
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ここが聞きたい
A N P A C H I

一 般 質 問



A N P A C H I

一 般 質 問

 

当
町
の
観
光
資

源
は
希
少
で
す

が
百
梅
園
は
そ
の
目
玉

で
す
。

梅
の
種
類
が
極
め
て

多
く
、
日
本
一
の
学
術

見
本
園
に
な
る
ほ
ど
、

誇
れ
る
施
設
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
開
園
し
て

14
年
が
経
ち
、
梅
の
木

が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て

見
栄
え
が
良
く
あ
り
ま

せ
ん
。

移
植
や
園
の
拡
張
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

 

実
を
採
る
た
め

と
、
観
賞
用
の
剪

定
方
法
を
併
用
し
て
き
た

結
果
、
木
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
ま
し
た
。

今
後
は
観
賞
用
の
剪
定

の
み
と
し
、
す
っ
き
り
し

た
梅
園
を
目
指
し
、
本
数

よ
り
種
類
に
重
点
を
置
き

整
備
し
て
い
き
ま
す
。

（
産
業
振
興
課
長
）

 

昨
年
の
10
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
安
八
温
泉

も
Ｐ
Ｒ
等
の
効
果
で
多
く

の
入
館
者
が
あ
り
、
2
月

11
日
に
は
５
百
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
継
続
使
用

す
る
た
め
に
は
、
給
湯
機

器
の
老
朽
化
に
よ
る
機
械

や
配
管
の
更
新
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
が
。

 

特
に
、
機
械
室

の
自
動
加
圧
給
湯

装
置
は
設
置
後
20
年
以
上

が
経
過
し
て
い
て
、
故
障

も
多
く
、
新
年
度
予
算
で

ボ
イ
ラ
ー
の
整
備
補
修
、

自
動
加
圧
給
湯
装
置
等
の

更
新
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
民
生
部
長
）

 

結
地
区
に
は
最

近
参
拝
者
の
増
加

が
顕
著
な
結
神
社
が
あ
り

ま
す
。
他
県
か
ら
も
わ
ざ

わ
ざ
お
参
り
に
来
ら
れ
る

人
も
あ
る
と
か
。　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
観

光
施
設
が
線
あ
る
い
は
面

で
繋つ

な
が
れ
て
い
な
い
の
が

残
念
で
す
。
既
存
施
設
を

有
機
的
に
繋
げ
、
継
続
拡

大
を
お
願
い
し
た
い
も
の

で
す
。

 

小
さ
な
町
が
単

独
で
魅
力
を
発
信

し
て
い
く
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
他
市
町
と
連
携

し
進
め
る
こ
と
も
対
策
の

一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
町
長
）

 

こ
の
町
で
生
ま

れ
、
こ
こ
で
長
年

生
活
し
て
い
る
人
は
、
現

状
が
「
あ
た
り
前
」
と
い

う
感
覚
で
そ
の
町
の
良
さ

が
分
か
ら
な
い
よ
う
で
す
。

他
市
町
か
ら
越
し
て
来
ら

れ
た
若
い
人
を
中
心
に
議

論
す
る
こ
と
を
考
え
て

は
？ 

「
あ
ん
ぱ
ち
の
天

然
水
」
は
岐
阜
国

体
の
選
手
に
は
大
変
好
評

で
し
た
。
安
八
町
の
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
若
い
新
鮮
な
感
性
、

広
い
視
野
、
幅
広
い
経
験

で
町
づ
く
り
を
し
ま
す
。

（
町
長
）

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

町
の
活
性
化
に
は
「
町
の
外

か
ら
見
る
目
」
が
重
要

視
野
は
広
く
、
視
点
は
高
く
新
鮮
な

感
性
で
町
づ
く
り
を
し
ま
す

［
町
長
］

岩
い わ た

田譲
じょうじ

治

町外からも多くのお客様がお越しになり、にぎわう百梅園
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ここが聞きたい

 

安
八
町
消
防
団

の
組
織
は
、
約

30
年
間
何
も
改
革
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。「
養
老

桑
名
四
日
市
断
層
帯
地

震
」
が
発
生
す
れ
ば
安

八
町
は
、
震
度
６
強
の

揺
れ
が
あ
り
、
全
壊
家

屋
が
１
、０
０
０
戸
。

死
者
が
40
人
に
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

質
問

大
災
害
に
備
え
る
た
め

に
も
、
現
在
見
直
し
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

町
の
防
災
計
画
と
連
動

し
た
、
消
防
団
組
織
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
抜

本
的
な
見
直
し
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
が
。

 

地
域
の
代
表
や

消
防
経
験
者
な
ど

で
構
成
す
る
検
討
委
員
会

を
早
急
に
立
ち
上
げ
、
議

論
を
始
め
ま
す
。

消
防
団
組
織
の
見
直
し

に
つ
い
て
も
、「
地
域
防

災
計
画
」
に
、
盛
り
込
ん

で
い
き
ま
す
。

回
答

 

入
館
者
５
百
万

人
を
達
成
し
た
安

八
温
泉
の
、
今
後
の
新
た

な
経
営
戦
略
は
？

 

ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
の
導
入
、
温
泉

シ
ー
ル
ラ
リ
ー
へ
の
参
加
、

町
民
無
料
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

の
実
施
、
朝
市
や
土
曜
市

の
拡
充
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
温
泉
周
辺
の

安
全
・
環
境
対
策
に
つ
い

て
は
、
地
元
地
区
の
意
見

も
十
分
取
り
入
れ
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

質
問

回
答 

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
被

害
か
ら
子
供
た
ち

を
守
る
た
め
の
、
学
校
で

の
対
応
は
？

 

児
童
・
生
徒
の

屋
外
で
の
活
動
の

自
粛
や
マ
ス
ク
の
着
用
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N
質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R
回
答

A N S W E R

消
防
団
組
織
の
見
直
し
は
？

安
八
温
泉
の
新
た
な
経
営

戦
略
は
？

Ｐ
Ｍ
２・５
へ
の
対
応
は
？

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ま
す

入
館
者
の
確
保
に
努
め
ま

す子
供
た
ち
の
安
全
確
保
に
努

め
ま
す

［
総
務
部
長
］

［
民
生
部
長
］

［
教
育
次
長
］

小
お が わ

川文
ふ み お

雄

非常時に備え、各地で行われている地域防災訓練（3月17日中地区）
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A N P A C H I

一 般 質 問

 

私
は
昨
年
の
教

育
交
流
団
に
特

使
と
し
て
参
加
し
、
子

ど
も
達
が
成
長
す
る
姿

を
見
て
感
動
し
ま
し
た
。

し
か
し
今
年
は
派
遣
人

数
が
大
幅
に
減
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
厳
し
い
財

政
が
要
因
な
の
で
す
か
。

 

財
政
状
況
が
要

因
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
児
童
、
生
徒
た
ち
の

応
募
状
況
を
考
慮
し
て
全

体
枠
を
見
直
し
ま
し
た
。

個
人
負
担
が
大
き
い
こ
と

も
そ
の
要
因
の
一
つ
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
状
況
に
応

じ
て
募
集
数
は
検
討
し
ま

す
。（
町
長
）

 

尖
閣
諸
島
に
端

を
発
す
る
日
中
の

関
係
は
不
安
定
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
気

汚
染
の
問
題
も
深
刻
で
す
。

中
国
へ
の
子
ど
も
達
を
派

遣
す
る
こ
と
に
は
慎
重
か

つ
柔
軟
な
判
断
を
す
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

 

昨
年
、
中
国
で

起
き
た
デ
モ
は
過

去
の
も
の
と
は
違
い
、
一

部
の
中
国
国
民
の
言
動
は

極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
態

で
す
。
現
地
の
状
況
を
慎

重
に
見
極
め
て
派
遣
を
決

定
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
（
町
長
）

 

訪
問
団
が
中
国

に
滞
在
し
て
い
る

間
は
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
す
る
の
が
常
で
す
。

昨
年
に
比
べ
て
不
安
要
因

が
多
い
状
況
で
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
体
制
で
対
応
で

き
ま
す
か
？

 

現
地
滞
在
中
は

訪
問
団
、
江
西
省

人
民
政
府
、
町
・
教
育
委

員
会
が
密
に
連
絡
を
取
り

合
っ
て
団
員
の
安
全
確
保

に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

状
況
が
悪
化
す
れ
ば
、
渡

航
の
中
止
を
決
定
す
る
こ

と
も
や
む
を
得
な
い
と
思

い
ま
す
。（
教
育
次
長
）。

 

こ
れ
ま
で
安
八

町
と
豊

ほ
う
じ
ょ
う城

市
の
間

に
育
ん
で
き
た
日
中
友
好

の
絆
は
と
て
も
深
い
と
思

い
ま
す
。
ゆ
え
に
国
交
が

不
安
定
で
あ
っ
て
も
自
治

体
間
の
努
力
に
よ
っ
て
維

持
す
べ
き
で
す
。

仮
に
訪
問
団
の
渡
航
が

中
止
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
豊
城
市
か

ら
の
訪
問
団
は
心
を
込
め

て
迎
え
入
れ
る
べ
き
で
す
。

町
長
の
考
え
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

 

日
本
の
思
想
と

生
活
は
、
中
国
か

ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
孔
子
に
よ
る

儒
教
思
想
、
稲
、
箸
、
漢

字
な
ど
様
々
な
も
の
が
日

本
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政
治
面
で
の
対
立
が
あ

る
と
し
て
も
、
日
中
間
の

関
係
は
そ
れ
に
左
右
さ
れ

な
い
状
況
ま
で
育
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
江
西
省
か
ら
、

今
年
も
訪
問
団
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
意
思
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

何
ら
か
の
事
情
で
訪
問

団
派
遣
が
で
き
な
く
て
も
、

中
国
側
の
交
流
団
は
迎
え

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
も
末
永
い
友
好
交

流
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。（
町
長
）

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

日
中
友
好
の
絆き
ず
なを

大
切
に

政
治
状
況
に
左
右
さ
れ
な
い
友
好

交
流
に
し
て
い
き
た
い
［
町
長
］

［
教
育
次
長
］

野
の な か

中裕
ゆういちろう

一郎

大型台風のため空港で半日ちかく足止めされ、夜になってようやく予定便
に乗り込む訪問団の子どもたち。このような予期せぬトラブルも起きる
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ここが聞きたい

 

12
月
の
一
般
質

問
へ
の
答
弁
で

は
、
職
員
の
給
与
が
低

い
自
治
体
は
、
地
方
交

付
税
（
国
か
ら
の
仕
送

り
）
は
減
ら
さ
れ
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
し

か
し
、
給
与
の
高
い
低

い
に
関
係
無
く
、
全
国

の
地
方
自
治
体
一
律
に

減
ら
さ
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

質
問

 

財
源
が
減
収
す

る
中
、
前
年
度
当

初
予
算
比
３
億
１
０
０
万

円
、
５
・
６
％
増
と
な
り
、

人
件
費
、
公
債
費
、
下
水

道
会
計
へ
の
繰
出
金
の
合

計
額
は
21
億
７
千
８
百
万

円
と
、
全
体
の
約
38
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
経
費
削

減
と
事
業
の
見
直
し
が
必

要
と
思
い
ま
す
。

 

人
件
費
・
公
債

費
の
経
常
経
費
の

割
合
が
多
く
将
来
に
必
要

な
事
業
や
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

関
連
の
経
費
等
で
増
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
経
費

削
減
に
努
め
、「
現
有
の

サ
ー
ビ
ス
の
有
り
方
」
な

ど
各
種
利
用
料
の
見
直
し

な
ど
財
源
の
確
保
に
も
努

め
ま
す
。

質
問

回
答

 

一
般
職
の
職
員

数
は
、
本
年
度
よ

り
３
人
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
国
体
関
係
で
２
人
、

部
長
制
度
廃
止
で
２
人
の

４
人
が
余
剰
人
員
と
な
り
、

新
年
度
の
職
員
数
は
７
人

増
と
な
り
ま
す
。
町
長
の

「
適
切
な
定
員
管
理
」
の

お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

未
満
児
保
育
の

希
望
者
が
増
え
た

た
め
、
保
育
士
を
増
員
し

ま
し
た
。

保
育
士
を
除
く
職
員
数

が
５
年
間
で
13
人
減
と
な

る
人
件
費
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
行
政
需
要

の
業
務
量
に
応
じ
適
切
な

定
員
管
理
を
行
い
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R

地
方
交
付
税
は
、
い
く
ら

減
ら
さ
れ
る
の
か

職
員
の
数
が
多
過
ぎ
る
の

で
は
？

経
費
の
削
減
と
事
業
の
見

直
し
を

約
５
０
０
万
円
と
試
算
し

て
い
ま
す

適
切
な
定
員
管
理
を
行
い

ま
す

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す

［
町
長
］

［
町
長
］

［
町
長
］

安
や す い

井　忠
まこと

 

政
府
は
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興

に
充
て
る
財
源
と
し
て
一

律
に
地
方
交
付
税
の
削
減

を
行
い
ま
す
。
職
員
の
給

与
が
低
い
当
町
は
、
削
減

幅
が
小
さ
く
て
す
み
ま
す

の
で
、
一
律
で
あ
れ
ば
約

３
千
８
百
万
円
減
ら
さ
れ

る
と
こ
ろ
を
、
約
５
百
万

円
に
抑
え
ら
れ
る
と
試
算

し
て
い
ま
す
。

回
答イメージ写真
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一般質問どうなった?

ここが聞きたい
A N P A C H I

一 般 質 問

 

「
地
方
分
権
」
か

ら
「
地
域
主
権
」

へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
が
必
要
不
可
欠
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

地
域
の
責
任
で
自
主

的
・
主
体
的
に
実
施
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
支
援

を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

地
域
で
し
か
解
決
で
き

な
い
、
あ
る
い
は
地
域
で

取
り
組
ん
だ
方
が
良
い
方

向
に
進
む
と
思
わ
れ
る
課

題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

 

「
地
域
主
権
改

革
」
等
の
推
進
に

よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
役
割
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
皆
さ
ま
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
難
し

い
面
も
あ
り
、
そ
れ
な
り

の
経
費
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

仕
組
み
も
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
の
モ
デ
ル
地

区
の
設
定
も
必
要
と
思
い

ま
す
。

地
域
と
行
政
の
共
同
に

よ
る
知
恵
を
集
結
さ
せ
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

質
問

回
答

 

安
八
町
中
央
公

民
館
は
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
、

考
え
行
動
す
る
町
民
総

意
の
も
と
に
設
置
さ
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
当
町
の
財
政

状
況
の
悪
化
と
行
政
改

革
の
流
れ
に
よ
る
経
費

削
減
に
よ
り
、
中
央
公

民
館
は
貸
し
館
的
な
運

営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
社
会

教
育
を
専
門
的
に
行
う

人
材
、
例
え
ば
社
会
教

育
主
事
は
在
籍
し
て
い

ま
す
か
。

 

全
国
的
に
公
民

館
は
、
自
治
体
の

財
政
状
況
の
悪
化
と
財
政

改
革
の
流
れ
か
ら
、
事
業

費
が
削
減
さ
れ
、
専
門
性

の
高
い
職
員
が
配
置
さ
れ

ず
、
本
来
公
民
館
に
求
め

ら
れ
て
い
る
機
能
が
薄
れ

て
き
て
い
ま
す
。

専
門
知
識
を
有
す
る
社

会
教
育
主
事
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
職
員
は
、
現

在
、
非
常
勤
の
社
会
教
育

主
事
１
人
で
す
。

今
後
は
、
公
民
館
職
員

の
資
質
・
能
力
の
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
す
。

ま
た
様
々
な
経
験
豊
富

な
方
々
の
募
集
も
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R

積
極
的
な
公
民
館
活
動
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
推
進
を

公
民
館
職
員
の
資
質
向
上
に
努
力

し
ま
す

地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
、
考
え
ま
す

［
教
育
次
長
］

［
総
務
部
長
］

西
にしまつ

松　巖
いわお

公民館は多方面で活用されています（ジュニア文化サークル発表会）
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一般質問どうなった?
回 答 質 問

結 果 回 答 質 問

結 果 回 答 質 問

結 果 回 答 質 問

結 果
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
建
設
促
進
を

交
通
事
故
や
農
業
へ
の
支

障
に
配
慮
し
て
中
地
区
生

活
環
境
整
備
を
促
進
せ
よ
。

地
元
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
万
全

を
期
し
ま
す

地
区
と
地
区
協
議
会
を
通

じ
推
進
に
努
力
し
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の
策
定
を

東
南
海
地
震
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
て
い
る
の
で
、
早

期
に
地
域
防
災
計
画
を
策

定
し
て
ほ
し
い
。

平
成
24
年
度
中
に
完
成
さ

せ
ま
す

国
・
県
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
本
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
対
策
を
す
す
め
よ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
絆

に
つ
な
が
る
施
策
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
を

推
進
し
ま
す

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
強
化
し
ま

す
。

設
立
に
向
け
て
検
討
し
ま

す新
年
度
に
お
い
て
設
立
を

目
指
し
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を

就
労
環
境
の
変
化
で
、
延

長
保
育
で
は
対
応
で
き
な

い
世
帯
が
増
え
て
き
た
。

24
年
6
月
・
12
月
議
会

24
年
3
月
議
会

24
年
12
月
議
会

【第 9 弾】

測量が始まったアクセス道路予定地

防災計画に盛り込まれる図上型訓練

南今ケ渕のふれあいサロン

センター受付の様子

×
2
地
区
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
が
増
え
ま
し
た

牧
、
南
今
ケ
渕
、
中
組
に

加
え
、
平
成
24
年
に
は
芝

原
と
北
今
ケ
渕
の
２
地
区

で
発
足
し
ま
し
た
。

新
年
度
に
予
算
化
し
、
設

立
し
ま
す

本
年
度
、
７
月
の
設
立
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

平成２4年度に行われた質問の
結果を検証します。

岐
阜
県
の
防
災
計
画
の
完

成
を
待
っ
て
い
ま
す

整
合
性
を
保
つ
た
め
、
県
の

防
災
計
画
の
完
成
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
の
作

業
は
進
め
て
い
ま
す
。

地
元
の
理
解
と
協
力
を
得

る
こ
と
を
最
優
先
に
進
め

て
い
ま
す

実
施
計
画
書
は
地
区
協
議

会
で
承
認
を
得
ま
し
た
。

24
年
3
月
・
9
月
議
会

（イメージ写真）
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あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

 安
井

藤
夫

　
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
〒

503-0198 岐
阜

県
安

八
郡

安
八

町
氷

取
161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
誌

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

ご
本

人
、

ま
た

は
保

護
者

の
方

か
ら

ご
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

ぜ
ひ

議
会

の
傍

聴
に

お
越

し
く

だ
さ

い
。

議
会

に
関

す
る

ご
意

見
ご

要
望

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

、
議

会
事

務
局

ま
で

。
TEL
0584-64-4931

0584-64-5011
FAX

m
ail

gikai@
tow

n.anpachi.gifu.jp
53

2013
5

渡
わ た な べ

邊滿
みつる

さん

老人クラブ連合会会長

を

牧地区

を

遊芸

あふれんばかりのバイタリティ。今回登場するのは ｢パリ｣ のあだ名で東安中学校教諭
から結小学校校長まで務められ、教育長を経て現在は老人クラブ連合会会長の渡邊さん。
※今回は、渡邊さんの多彩な手記をもとに紙面をまとめました。「吟」などの書は、すべてご本人が書いたものです。

聞き手／大平文雄
岩田譲治

野中裕一郎

老いは
神様からの

贈り物

ヤーヤー、皆さんおはよう、こんにちは！
　桜の満

マン

開は終わったナー
　寂しくなったナー
　でも人生まだまだこれからダ
　通称「マンさ」「マンさ」の
　渡邊滿です
牧小学校
　いつも一番前　うしろになりたいナー
大垣中学校
　足が届かぬ自転車で　ケツはマッカッカ
　自転車事故多発　

ひとりぼっち
　たよるものは　●　●　●　仏さま
エンマ様の手帳を盗み見ると
　アト僅か？　ビクッ
　一日一日が大切
　ハクション　だれかソシットルナー

老いはチャンス
　　道は必ず開ける
　　　老いは神様からの贈り物　
　　　　　ヤルゾー！

至心流西脇関風先生
　動機、結婚仲人「結婚を賀す」
　　　　たくさんやったナー
　効果、関ヶ原自然の家
　　　　夕べのつどい
　　　「ああ決戦の関ヶ原」
　　　　ポリープできる

ある女性にさそわれ
窪田華堂先生
衣斐含翠先生　
　篆

てんこく

刻　印鑑
　刻字　板刻
登龍中学校洗心室に「額」

キレジ、
　もっぱら

 　　キモノ・ハギレ

あきもせず
上達もせず
止めもせず

遊び心の中
芸術の本質を踏まえる

（タダの下手の横好き）

老人クラブ、入会して６年目
ようやく全体の仕組みが分かった
　顔も売れた
　ヒゲと背丈と大声（実力ジャナイ）
地域への貢献にメザメル？？
　全く自由　骨折り・楽しい
　　夢の花を咲かせたい
　　　　　　たねをまきたい

チョキン、チョキンが大好き
自己流の花台作り

ドナリの蛮声
　毎月、新曲
　３つマスター

住
民
参
加
企
画

表紙の題字「あんぱち」は

登龍中２年吉井咲
さ き ほ

穂さんの
作品です
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